
 

２０２3年度第 4回核兵器廃絶市民講座 

核兵器のない世界をめざして 

 

 

日 時：11月 11日（土） １３：３０～１５：００ 

会 場：長崎原爆資料館ホール&オンライン(Zoomウェビナー) 

テーマ：「被爆地からの報道の未来」 

 

 

 

１３：３０～１３：３5 

 

 

 

 

開会あいさつ 

 吉田 文彦 

 長崎大学核兵器廃絶研究センター長 

 

 

１３：３5～１4：40 

 

講演・討論 

 「被爆地からの報道の未来」 

 

 加藤 小夜 

 長崎国際テレビ報道部記者 

 

 佐々木 亮 

 ジャーナリスト 

 

モデレーター 

 吉田 文彦 

 長崎大学核兵器廃絶研究センターセンター長 

 

 

 

１４：40～１4：50 

 

会場質疑応答 

 

 

１４：50～１５：００ 

 

オンライン質疑応答 

 

15：05～ 「RECNAと語ろう」 会場：平和学習室 

 

 

 



 

 

講師 プロフィール 

          加藤 小夜（長崎国際テレビ報道部記者） 

２００４年毎日新聞社入社。広島支局、長崎支局で合計１０年間、原爆・平和

報道に携わった。２０１０年の NPT 再検討会議では米・ニューヨークの国連

本部などで約１か月間にわたり取材。西部本社福岡報道部での勤務を経て、

２０２１年退社。 

２０２１年４月にＮＩＢに入社し、報道部で長崎市政・平和報道を担当。 

 

           

           

           

          佐々木 亮（ジャーナリスト） 

１９６４年、大阪生まれ。１９８８年、朝日新聞入社。東京社会部、福岡報道

センター、長崎総局、諫早支局などで勤務。２０２２年に退社し、現在はフリ

ーランスのライター、編集者として活動。インターネットの「被爆前の日常

アーカイブ」で取材・教材制作にかかわる。 

 

           

           

           

          吉田 文彦（長崎大学核兵器廃絶研究センター長） 

１９５５年京都市生まれ。東京大学文学部卒、朝日新聞社入社。２０００年

より論説委員、論説副主幹。その後は、国際基督教大学（ICU）客員教授、米

国のカーネーギー国際平和財団客員研究員など。主な著書は、『核解体』『証

言 核抑止の世紀』『核のアメリカ』。大阪大学にて博士号（国際公共政策）取

得。 

           

           


